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2015 年 7 月 30 日，第 19 回九州・山口・沖縄病理事
例研修会が農研機構動物衛生研究所九州支所において開
催された。各県および動物検疫所の病性鑑定病理担当者
に加え，助言者として山口良二宮崎大学教授，末吉益雄
宮崎大学教授，三好宣彰鹿児島大学教授，布谷鉄夫（一
財）日本生物科学研究所顧問，動物衛生研究所本所より
播谷亮病態研究領域上席研究員，木村久美子主任研究員
にご出席いただき，10 症例について事例報告および検
討が行われた。また，茨城大学農学部生物生産科学科動
物保健衛生学研究室　上塚浩司准教授に「病性鑑定から
研究の取り組み─日生研から茨城大へ─」についてご講
演いただいた。
以下に検討事例の概要を示す。

1． 鶏の鶏アデノウイルスによる核内封入体を伴う壊死
性肝炎

提出者：豊島　靖（沖縄県）
病　歴：鶏，チャンキー，17 日齢，雌。24,000 羽規模
の養鶏農家で 17 日齢雛（雄 6,400 羽，雌 5,900 羽）のうち，
雌に死亡や衰弱する鶏が増加した。死亡鶏は下痢を疑う
排泄腔周囲の汚れの他に異常所見はなく，衰弱鶏は元気
消失，沈鬱および下痢を呈していた。雛群への各種ワク
チンは未接種だった。簡易検査にて鳥インフルエンザは
否定された。死亡鶏と衰弱鶏各 5羽について病理解剖学
的検査を行い，そのうちの各 3羽に病理組織学的検査を
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実施した。
剖検所見：肝臓は，検査した10羽全例に退色がみられ，

衰弱鶏のうちの 2羽は点状出血斑が認められた。他臓器
では，脾腫大（5/10，死亡鶏 2，衰弱鶏 3），腎腫大（3/10，
死亡鶏 1，衰弱鶏 2），メッケル憩室蓄膿症（1/10，死亡鶏）
および血様腹水貯留（1/10，死亡鶏）などがみられた。
組織所見：肝臓（提出標本）では肝細胞の空胞変性

や壊死がび漫性にみられた（図 1A）。壊死部周辺の肝
細胞では好塩基性～両染性を示す full 型および少数の
Cowdry A 型の核内封入体の形成が認められた（6/6）（図
1B）。膵臓は一部に巣状壊死がみられ，肝細胞と同様の
核内封入体が認められた（5/6）。他臓器では，心臓で炎
症細胞の浸潤（4/6），脾臓で細網細胞の増数（2/6）と
マクロファージの増数（1/6），腎臓の間質に炎症細胞の
浸潤（1/6），尿細管萎縮と表層出血（1/6）およびメッ
ケル憩室の化膿性炎（1/6）がみられた。
病原検索：細菌学的検査では病原細菌は分離されな

かった。RT-PCR 検査の結果，検査に供された 5 羽すべ
てで鶏アデノウイルス（FAV）が陽性となり，鶏伝染
性気管支炎ウイルスは陰性であった。ニューカッスル病
（ND）-HI 検査で 1 羽陽性となったが，nested RT-PCR
検査および RFLP 検査により，当該 ND ウイルスはワ
クチン株と判明した。
診断と討議：組織診断名は，鶏の鶏アデノウイルスに

よる核内封入体を伴う壊死性肝炎とされた。FAVは血
清型により心膜水腫症候群や筋胃びらんなども起こす
が，本症例では血清型の鑑別は実施しておらず，組織所
見等を総合して疾病診断名は，鶏封入体肝炎とされた。
肝臓と膵臓以外の臓器の病変については他の要因の関与
が示唆された。

2． ヒゲペンギンのErysipelothrix rhusiopathiae に
よる線維素析出を伴う壊死性脾炎

提出者：和田彬美（長崎県）
病　歴：ペンギン，ヒゲペンギン，14 歳，雌。2015

年 3 月 19 日，国内 2 か所の水族館から管内水族館に計
7 羽が導入され，うち 1 羽が 3 月 26 日に元気消失し，
強制給餌と抗生物質による治療が行われた。3 月 27 日
午前中に斃死したため，同日午後に病性鑑定が実施され
た。
剖検所見：胃～小腸内に，同居する他種ペンギンの羽

やデッキブラシの毛が貯留していた。また，筋胃コイリ
ン層の剥離が認められた。その他の臓器に著変は認めら
れなかった。

組織所見：脾臓（提出標本）では，び漫性のうっ血や
細網細胞増数のほか，白脾髄のリンパ球の核崩壊や減数
が顕著であり，まれに巣状壊死が認められた（図 2A）。脾
柱動脈や脾洞では線維素析出が多発していた。赤脾髄に
多数のグラム陽性桿菌が観察され，マクロファージによ
る菌の貪食像も認められた（図 2B）。抗Erysipelothrix 
rhusiopathiae ウサギ免疫血清（動衛研）を用いた免疫
組織化学的染色（ポリマー法）では，陽性反応は認めら
れなかった。その他，肺では線維素析出と多数の桿菌を
伴う血管炎，肝臓では単核細胞浸潤を伴う小葉間動脈周
囲炎やクッパー細胞の活性化が認められた。また，全身
様々な器官の毛細血管内にグラム陽性桿菌が観察され，
一部は菌塞栓を形成していた。
病原検索：細菌学的検査で，主要臓器からE. 

rhusiopathiae が分離され，血清型別検査を実施した結
果，型別不能株であった。なお，同居ペンギン 7羽の糞
便と飼育環境水 2検体（飼育プールの海水，掃除用井戸
水）を用いたE. rhusiopathiae の分離培養を試みたとこ
ろ，全てで陰性であった。
診断と討議：組織診断名は，ヒゲペンギンのE. 

rhusiopathiae による線維素析出を伴う壊死性脾炎，疾
病診断名は，ヒゲペンギンのE. rhusiopathiae 感染症（敗
血症型）とされた。肉眼的に著変は認められなかったが，
鶏と異なり脾腫を起こしやすい組織構造であるという意
見が出された。また，本症例は DIC の病態であると考
えられた。免疫組織化学的染色でE. rhusiopathiae に対
する陽性反応が認められなかった原因として，今回分離
されたE. rhusiopathiae はゲル内沈降反応による血清型
別検査で反応させたすべての抗血清に対して陰性であっ
たことから，既知の血清型で作られた抗血清には反応し
ない株であることが考えられた。

3． 馬流産胎子の肝臓における馬ヘルペスウイルス1型
による核内封入体を伴う壊死性肝炎

提出者：北原尚英（鹿児島県）
病　歴：馬，サラブレッド，胎齢 311 日，性別不明。

繁殖牝馬 11 頭を飼養する農場で，2015 年 2 月 7 日，同
月 9 日および 23 日に妊娠後期での流産が各 1 頭ずつ発
生したため，3 頭目の流産胎子について病性鑑定を実施
した。母馬は 9歳で，馬鼻肺炎不活化ワクチンが年 3回
接種されていた。
剖検所見：流産胎子の各種臓器は死後変化が強く，脆

弱化が認められた。腹腔内には血様の腹水が貯留し，胸
部皮下に水腫，肺に水腫および点状出血が認められた。
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組織所見：肝臓（提出標本）では，巣状多発性に肝細
胞索の乱れと凝固壊死がみられ，壊死巣では多数の細胞
に核濃縮や消失が認められた（図 3A）。主に壊死巣周囲
の肝細胞やクッパー細胞には Cowdry A 型または full 型
の両染性から好酸性の核内封入体が多数認められた（図
3B）。また，グリソン鞘に浸潤するマクロファージにも
同様の核内封入体が認められた。肺は重度に充・うっ
血し，肺胞腔内には脱落した細気管支上皮細胞やマクロ
ファージ等の軽度浸潤がみられた。胸腺では髄質の広範
な壊死と皮質に散在性の巣状壊死がみられた。脾臓では
重度のうっ血や白脾髄のリンパ球の核濃縮や崩壊が多数
認められた。肝臓と同様な核内封入体の形成は，肺，胸
腺および脾臓等でも認められた。抗馬ヘルペスウイルス
1 型（EHV-1）マウスモノクローナル抗体（動衛研）を
用いた免疫組織化学的染色（ポリマー法）では，肝臓病
変部の肝細胞やクッパー細胞等の細胞質内に陽性反応が
顕著に認められ（図 3C），その他臓器では肺，胸腺およ
び脾臓等にも陽性反応が認められた。
病原検索：ウイルス学的検査では，肺，胸腺および脾

臓から EHV-1 の特異遺伝子が検出されるとともに肺お
よび胸腺から EHV-1 が分離された。抗体検査（中和試
験および ELISA 法）では，母馬および同居馬の EHV-1
野外感染抗体価の有意な上昇が確認された。馬パラチフ
ス凝集試験では，凝集反応は認められなかった。
診断と討議：本症例では，肝臓に壊死巣を形成し，軽

度な炎症と核内封入体形成が認められたことから，組織
診断名は馬流産胎子の肝臓における馬ヘルペスウイルス
1 型による核内封入体を伴う壊死性肝炎とされ，疾病診
断名は馬鼻肺炎とされた。

4． 豚の壊死性血管炎を伴う線維素性糸球体腎炎および
壊死性皮膚炎

提出者：丸田哲也（宮崎県）
病　歴：豚，LWD 種，4 カ月齢，去勢。肥育豚 550

頭を飼養する養豚場で，2015 年 2 月 26 日午前に死亡豚
1 頭を発見したため，病性鑑定を実施した。同居豚に異
常はみられなかった。ワクチンは豚丹毒，豚サーコウイ
ルス 2型（PCV2）およびマイコプラズマを接種済みだっ
た。
剖検所見：臀部および会陰部から鼠径部にかけて，皮

膚に暗赤色丘疹様病変が多発していた。腎臓では皮質に
点状出血が認められ，肺では全体が暗赤色モザイク状を
呈していた。鼠径リンパ節および腸間膜リンパ節の腫大
および結腸にタール状内容物の貯留が確認された。　

組織所見：腎臓（提出標本）では，び漫性にボーマン
嚢内における線維素析出および好中球を主体とした炎
症細胞の浸潤（図 4A），希に多核巨細胞が認められた。
尿細管上皮細胞では硝子滴変性，間質ではリンパ球を主
体とした炎症細胞の浸潤，弓状動脈では血管壁のフィブ
リノイド壊死と好酸球，好中球を主体とした炎症細胞浸
潤（図 4B）が観察された。皮膚病変部（提出標本）で
は，真皮浅層の血管周囲に好酸球，好中球を主体とした
炎症細胞の浸潤，血管壁の崩壊および出血が観察され（図
4C），同部の表皮から真皮浅層にかけて層状壊死が確認
された。脾臓，鼠径および腸間膜のリンパ節および回腸
パイエル板では，リンパ球の減数，単核食細胞の増数や
多核巨細胞が認められ，脾臓では莢動脈のフィブリノイ
ド壊死が観察された。肺では，肺胞内の出血が散見され
た。胃および空腸では，粘膜下組織の血管周囲に好酸球
を主体とした炎症細胞の浸潤が認められた。ビオチン標
識抗 PCV2 ブタ免疫血清（動衛研）を用いた免疫組織化
学的染色（SAB 法）では，腎臓，肝臓，肺，脾臓，リ
ンパ節，回腸パイエル板および皮膚病変部に陽性反応は
確認されなかった。　
病原検索：PCR 検査では，扁桃から PCV2 特異遺伝
子が検出されたが，ペスチウイルス属特異遺伝子は検出
されなかった。
診断と討議：組織診断名は，豚の壊死性血管炎を伴う
線維素性糸球体腎炎および壊死性皮膚炎とされ，疾病診
断名は，豚皮膚炎腎症症候群（Porcine dermatitis and 
nephropathy syndrome：PDNS）とされた。血管炎の病
理発生には 3型アレルギーの関与が示唆され，通常，血
管病変部で PCV2 抗原が証明されることはない。リンパ
節等他の臓器で抗原が検出されなかった原因として，感
度の低いブタ免疫血清を使用したことが指摘された。本
症例ではび漫性の線維素性糸球体腎炎や壊死性皮膚炎が
明瞭であり，PCV2 特異遺伝子も検出されていることか
ら PDNS の典型例と考えられた。

5． 豚の肺におけるStaphylococcus hyicus による
出血と壊死巣の散発

提出者：山下信雄（佐賀県）
病　歴：豚，LWD，17 日齢，雌。母豚 95 頭を飼養
する一貫経営農場で 2014 年 11 月 30 日に分娩された 3
腹のうち，2 腹の哺乳豚が 13 日齢までに死亡し，残り 1
腹の哺乳豚 5 頭にも紫斑が認められたため，うち 2頭を
病性鑑定に供し，出血病変のみられた 1頭を提出症例と
した。
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剖検所見：肺の全葉に出血巣が散発していた。また，
胸腹部皮下のチアノーゼおよび点状出血，腎臓被膜およ
び実質の点状出血，小脳，脊髄髄膜，肝臓辺縁，心臓筋
間および腸管漿膜と粘膜に出血が見られた。
組織所見：肺（提出標本）では，肺胞壁が肥厚した部

位に細菌塊と出血を伴う壊死巣（図 5A）が散発し，壊
死巣の周囲にはマクロファージやリンパ球の浸潤，漿液
の滲出が認められた。数ヶ所でマクロファージによる細
菌塊の貪食を伴う軽度な出血が認められた。また，肺胞
内には軽度に線維素の析出が認められた。腎臓では糸球
体の血栓形成，肝臓では細菌塊とその周囲の肝細胞の出
血を伴う壊死が認められた。その他，小脳髄膜と腸管に
充出血が認められた。抗Staphylococcus hyicus ウサギ
免疫血清（動衛研）を用いた免疫組織化学的染色（ポリ
マー法）では，肺病変部の細菌塊やマクロファージに貪
食された菌に一致して陽性反応が認められた（図 5B）。
病原検索：細菌学的検査では，肝臓，脾臓，腎臓およ

び肺からStaphylococcus hyicus が分離された。ウイル
ス学的検査では，主要臓器および脳からウイルスは分離
されなかった。
診断と討議：組織診断名は，豚の肺における

Staphylococcus hyicus による出血と壊死巣の散発，疾
病診断名は，豚のStaphylococcus hyicus による敗血症
とされた。本症例では病変部に炎症反応が乏しいことか
ら，感染初期の敗血症性変化と考えられた。

6． 子牛の肝臓における大腸菌の関与を疑う小葉中間帯
の肝細胞壊死

提出者：高山秀子（熊本県）
病　歴：牛，黒毛和種，3 日齢，性別不明。肉用繁殖

母牛 8 頭，子牛 5 頭，搾乳牛 13 頭および乳用子牛 2 頭
を飼養する乳肉複合農家で，2014 年 12 月 1 日に出生し
た肉用子牛に当日から元気消失，食欲廃絶および右眼球
の混濁がみられた。12 月 4 日には起立不能および両側
眼球の混濁が認められたため，予後不良として病性鑑定
に供された。当該子牛は，被毛粗剛で頭頂部がドーム状
の外貌を呈していた。
剖検所見：延髄腹側に膠様物が付着し，小脳最後部と

第四脳室間に灰白色混濁物が付着しており，赤色透明脳
脊髄液が軽度に増量していた。肺には限局的な肝変化が
認められたが，その他の臓器に著変は認められなかった。
組織所見：肝臓（提出標本）では，び漫性に小葉中間

帯に主座する巣状から帯状の肝細胞の空胞変性や壊死が
認められ，クッパー細胞にはヘモジデリン沈着が認めら

れた（図 6）。また，壊死細胞周囲に軽度の出血や好中
球の浸潤も認められた。脳および脊髄では髄膜に好中球
やマクロファージ，リンパ球の著しい浸潤および線維素
析出，また，中脳実質や延髄髄膜には血管炎が散発して
いた。眼球では，眼房内に好中球を主体とする炎症細胞
の浸潤と網膜に壊死が認められた。肺では，気管支や肺
胞内に好中球を主体とする炎症細胞の浸潤と限局的に境
界線を有する壊死が認められた。　
病原検索：細菌学的検査では，脳脊髄液，脳および肝
臓から大腸菌が分離され，肺からPasteurella multocida
が分離された。ウイルス学的検査では，脳，肝臓，脾臓
および腎臓から牛ウイルス性下痢ウイルスは分離されな
かった。
診断と討議：組織診断名は，子牛の肝臓における大腸
菌の関与を疑う小葉中間帯の肝細胞壊死，疾病診断名は，
子牛の大腸菌による化膿性髄膜脳脊髄炎とされた。胸腺
の所見は未確認だが，脳脊髄炎や肺炎が確認され，虚弱
子牛と考えられた。特徴的である小葉中間帯に主座する
肝細胞の壊死は，大腸菌内毒素に起因するものと推察さ
れた。

7． 受精卵移植子牛の糸球体腎症　
提出者：河上　友（大分県）

病　歴：牛，黒毛和種，5.5 ヵ月齢，雄。母牛 130 頭，
育成牛 15 頭および肥育牛 40 頭を飼養する肉用牛繁殖・
肥育一貫経営農家で，受精卵移植で生産された 2014 年
11 月 12 日生まれの子牛は，生時より体型が小さく，慢
性的な下痢症状を呈し，顕著な発育不良であったため，
病性鑑定に供された。なお，受卵牛には異常産三種混合
ワクチンを接種していた。
剖検所見：外貌はやや過長蹄を呈していた。剖検では
空回腸の腸壁の菲薄化，パイエル板の明瞭化および腸間
膜リンパ節の腫大が観察された。その他の実質臓器や脳
に著変は認められなかった。
組織所見：腎臓（提出標本）の病変は，主に糸球体に
形成されており，多くの糸球体は腫大あるいは萎縮・消
失していた。腫大した糸球体では，PAS 陽性を示す好
酸性滴状物の沈着や，微小出血，アザン染色で青染する
線維状構造物によるメサンギウム領域の増生がみられた
（図 7A）。萎縮・消失した糸球体では，ボーマン嚢周囲
に線維状構造物が増生し，周囲の間質にも線維増生と小
型尿細管の出現，リンパ球および形質細胞の浸潤が認め
られた（図 7B）。一部の尿細管にはシュウ酸様構造物の
沈着，髄質では尿細管腔に蛋白の漏出や石灰沈着が散見
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された。その他，肝臓に巣状壊死，脾臓の髄索の充血お
よび白脾髄の白血球数減少，肺の気管支周囲リンパ濾胞
のリンパ球増数，空腸にコクシジウムの寄生，腸間膜リ
ンパ節の反応性リンパ濾胞増生および膵臓の小葉内導管
腔に石灰沈着が観察された。
病原検索：細菌学的検査では，主要臓器と脳から病原

細菌は分離されず，腎臓を用いた nested-PCR でレプト
スピラ特異遺伝子は検出されなかった。RT-PCR 検査で
は主要臓器と脳から牛ウイルス性下痢ウイルス特異遺伝
子は検出されなかった。遺伝性疾患の検査により，本
症例の父牛・供卵牛ともにクローディン 16（CL16）欠
損症，モリブデン補酵素欠損症，IARS（isoleucyl-tRNA 
synthetase：イソロイシル tRNA 合成酵素）異常症の保
因はなかった。
生化学的検査：解剖時の血液検査では，BUN：91.0 

mg/dl，GOT：243 U/L，CRE：2.1 mg/dl および CPK：
842 U/L で高値を示した。
診断と討議：組織診断名ならびに疾病診断名はともに，

受精卵移植子牛の糸球体腎症とされた。本症例の病変は，
主に尿細管に病変を形成する CL16 欠損症とは異なり，
糸球体を中心に認められた。また病原検索の結果，感染
症や既知の遺伝性疾患が否定されたことから，未知の遺
伝性疾患である可能性が示唆され，今後，同様な症例の
蓄積が必要とされた。

8．子牛のSalmonella Dublin による壊死性脾炎
提出者：伊藤広記（福岡県）

病　歴：牛，交雑種，2 ヵ月齢，雌。肥育牛 3,000 頭
と繁殖母牛 10 頭を飼養する農場で 1 ヵ月前に県外導入
した子牛 1 頭が，2014 年 10 月 22 日に起立不能を呈し
たため，病性鑑定に供された。当該子牛が飼養されてい
た牛群（15 頭／牛房）では，導入後に呼吸器症状を呈
する個体が散見されたが，当該子牛の呼吸器症状は認識
されておらず，治療歴もなかった。
剖検所見：脾臓は，硬度を増して著しく腫大しており，

割面からの血液の漏出は少量であった。また，肺の腹側
に大葉性の出血を伴う肝変化，肺胸膜への線維素析出お
よび胸腺の萎縮が認められた。
組織所見：脾臓（提出標本）では，び漫性に白脾髄が

萎縮・消失しており，リンパ濾胞細胞の核崩壊や線維素
析出を伴う巣状壊死が多数みられた（図 8A）。赤脾髄は
顕著に拡張し，充うっ血，マクロファージを主体とした
炎症細胞の浸潤・増殖が認められた。壊死巣は，析出し
た線維素と少量の細胞退廃物からなり，壊死巣およびそ

の周囲にはグラム陰性桿菌の菌塊が多数観察された（図
8B）。肝臓では，小葉内に巣状壊死が多数みられ，壊死
巣には線維素析出や出血，マクロファージおよび好中球
の軽度浸潤が認められた。肺の肝変化した領域では，多
数の壊死巣，肺胞内における漿液の貯留や出血がみら
れ，壊死巣には，燕麦細胞の出現を伴う重度の好中球浸
潤と多数のグラム陰性短桿菌が認められた。また，肺胸
膜や小葉間結合組織においても線維素析出や好中球の集
簇，出血がみられた。その他の部位では，II 型肺胞上皮
の腫大・増数を伴う肺胞壁の肥厚，硝子様血栓が認めら
れた。胸腺や回腸パイエル板では，リンパ球の減数・脱
落，回盲部では，大型の陰窩膿瘍が認められた。抗サル
モネラ O9 群ウサギ免疫血清（デンカ生研）を用いた，
脾臓，肝臓，肺および回盲部の免疫組織化学的染色（ポ
リマー法）では，脾臓のマクロファージ内や菌塊，肝臓
のごく一部のマクロファージ内に陽性反応が確認された
（図 8C）。また抗Mannheimia haemolytica（Mh）1 型ウ
サギ免疫血清（動衛研）を用いた脾臓および肺の免疫組
織化学的染色（ポリマー法）では，肺の壊死部や菌体に
陽性反応が認められた。
病原検索：主要 5 臓器および血液からSalmonella 

Dublin が分離され，心臓，肺，血液からMh 1 型が分
離された。また鼻腔拭い液を用いた RT-PCR 検査では，
牛コロナウイルス特異遺伝子が検出された。
診断と討議：組織診断名は，子牛のSalmonella Dublin
による壊死性脾炎，疾病診断名はサルモネラ症，牛パス
ツレラ（マンヘミア）症とされた。脾臓の腫大は，主に
サルモネラ菌を貪食した CD68 陽性のマクロファージの
増数によるものであった。

9．子牛の三角筋の無形成および脂肪置換
提出者：入部　忠（山口県）

病　歴：牛，黒毛和種，1 日齢，雌。2014 年 8 月 25
日，黒毛和種約 70 頭を飼養する一貫経営農場において，
胎齢 291 日の子牛が分娩の介助が原因で右前肢を骨折さ
せて娩出された。子牛は哺乳欲を有するものの，前肢関
節の拘縮に加え肩付が悪く起立困難であり，予後不良と
判断されたため，翌日病性鑑定に供された。母牛に異常
産歴はなく，異常産ワクチンは未接種であった。また，
遺伝的不良形質である前肢帯筋異常症（Forelimb-girdle 
muscular anomaly：FMA）の遺伝子型検査は行われな
かった。
剖検所見：三角筋，棘上筋等の肩部を構成する骨格筋

が両側性に脂肪化しており，肩甲骨の体幹への付着が不
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安定であった。上腕骨は短縮し，手根骨端はやや狭小化
していた。腸管粘膜には充うっ血が認められた。
組織所見：骨格筋（三角筋，提出標本）の筋線維はほ

ぼ消失し，脂肪組織への置換が確認された。わずかに
残存した筋線維および大腿部の骨格筋に著変は認められ
なかった。抗ヒトデスミンマウスモノクローナル抗体
（D33：Dako 社）を用いた免疫組織化学的染色（SAB 法）
では残存した筋線維，血管平滑筋に加え，限局性に筋周
膜に沿って認められた幼若な間葉系細胞に陽性反応が確
認された。また，全身性に充・うっ血がみられ，肺では
肺水腫，異物，短桿菌の集塊，胸腺皮質ではスターリー
スカイ像が認められた。
病原検索：ウイルス学的検査では異常産関連ウイルス

の関与は疑われなかった。
診断と討議：組織診断名は，子牛の三角筋の無形成お

よび脂肪置換，疾病診断名は子牛の先天性前肢形成異常
とされた。本病変の発生機序は不明だが，今後も遺伝子
検査とともに病変分布，神経系の詳細な検索等に基づい
た症例の蓄積が必要とされた。

10． 子牛のコクシジウム（Eimeria subspherica10． 子牛のコクシジウム（Eimeria subspherica10． 子牛のコクシジウム（ ）のEimeria subspherica）のEimeria subspherica
核内寄生を伴う好酸球性空腸炎

提出者：是枝輝紀（鹿児島県）
病　歴：牛，黒毛和種，10 ヵ月齢，雌。繁殖牛 180

頭と育成・子牛 40 頭を飼養する肉用牛一貫経営農場で，
2014 年 9 月中旬に当該牛（3 ヵ月齢時）が褐色泥状下痢
を呈した。サルファ剤等による加療で一時的に改善する
も，下痢を繰り返したため，2015 年 4 月 2 日に予後不
良と判断し，病性鑑定に供した。なお，当該農場では 3
週齢の子牛に牛コクシジウム症の予防薬であるトルトラ
ズリル製剤を投与していた。
剖検所見：発育不良で，被毛粗剛であった。剖検では，

小腸に粘膜の肥厚とパイエル板の充血および腸間膜リン
パ節の腫大が認められた。

組織所見：空腸（提出標本）では，広範に絨毛の萎縮
が認められ，粘膜上皮細胞の核内には多数のメロントや
マクロガメートサイトが認められた（図 10A，B）。ギ
ムザ染色では，ミクロガメートサイトも確認された。粘
膜固有層では，好酸球や類上皮細胞等の中等度浸潤，陰
窩の増数や陰窩上皮の過形成が認められた。透過型電子
顕微鏡下でも，メロントやマクロガメートサイト等が粘
膜上皮細胞の核内に認められた（図 10C，D）。結腸お
よび盲腸では，粘膜固有層に好酸球，類上皮細胞および
リンパ球等の浸潤，陰窩上皮の過形成が認められたが，
粘膜上皮細胞の核内にはコクシジウムの寄生は認められ
なかった。脾臓では，赤脾随にヘモジデリンを貪食した
マクロファージが著明に増数していた。
病原検索：細菌学的検査では，主要臓器から病原細菌
の分離はなく，腸内容から大腸菌の毒素および定着因子
遺伝子は検出されず，サルモネラ菌も分離されなかっ
た。また，リアルタイム PCR 検査（腸内容）でヨーネ
菌遺伝子は検出されなかった。ウイルス学的検査では，
RT-PCR 検査（血清，腸内容）で牛ウイルス性下痢ウイ
ルス遺伝子は検出されなかった。寄生虫学的検査では，
遠心浮遊法でコクシジウムの類円形オーシスト（直径
8-11μm）がわずかに認められ，空回腸乳剤を材料とし
た PCR 検査で得られた増幅産物をシークエンス解析し，
部分的に解読できた塩基配列（約 200 bp）はEimeria 
subspherica の配列と 100％一致した。
診断と討議：組織診断名は，子牛のコクシジウ
ム（Eimeria subsphericaム（Eimeria subsphericaム（ ）の核内寄生を伴う好酸球性Eimeria subspherica）の核内寄生を伴う好酸球性Eimeria subspherica
空腸炎，疾病診断名は，核内コクシジウム（Eimeria 空腸炎，疾病診断名は，核内コクシジウム（Eimeria 空腸炎，疾病診断名は，核内コクシジウム（
subspherica）症とされた。討議の結果，空腸の管腔内subspherica）症とされた。討議の結果，空腸の管腔内subspherica
の多数の脱落上皮はアーティファクトであり，空腸等で
認められた好酸球や類上皮細胞の浸潤は，コクシジウム
に対する反応ではなく，腸炎の慢性化によるものと考え
られた。
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図 1：鶏の鶏アデノウイルスによる核内封入体を伴う壊死
性肝炎
A：び漫性に肝細胞の空胞変性や壊死がみられる。H&E
染色。 B：肝細胞に好塩基性～両染性を示す full 型（矢
印）やCowdry A型（矢頭）の核内封入体が認められる。
H&E染色。

図 2：ヒゲペンギンのErysipelothrix rhusiopathiae によ
る線維素析出を伴う壊死性脾炎
A：赤脾髄はうっ血し，白脾髄のリンパ球は核崩壊して著
明に減数するとともに巣状壊死がみられる。H&E染色。B：
赤脾髄のマクロファージ内に多数のグラム陽性桿菌が検
出される（矢頭）。グラム染色。

図 3：馬流産胎子の肝臓における馬ヘルペスウイルス 1型
による核内封入体を伴う壊死性肝炎
A：巣状多発性に肝細胞の核濃縮・崩壊と凝固壊死がみら
れる。H&E染色。B：肝細胞にCowdry A 型（矢頭）や
full 型（矢印）の両染性から好酸性の核内封入体がみら
れる。H&E染色。C：抗馬ヘルペスウイルス 1型マウス
モノクローナル抗体を用いた免疫組織化学的染色により，
肝細胞やクッパー細胞の細胞質内に陽性反応がみられる。
ポリマー法。

図 4：豚の壊死性血管炎を伴う線維素性糸球体腎炎およ
び壊死性皮膚炎
A：ボーマン嚢には線維素の著明な析出がみられ，好
中球を主体とする炎症細胞の浸潤が認められる。H&E
染色。B：弓状動脈では血管のフィブリノイド壊死と好
酸球や好中球を主体とする炎症細胞の浸潤がみられる。
H&E染色。C：真皮浅層の小血管のフィブリノイド壊
死周囲には好酸球や好中球を主体とする炎症細胞の浸
潤と出血がみられる。H&E染色。
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図 5：豚の肺におけるStaphylococcus hyicus による出血
と壊死巣の散発
A：肺胞壁は肥厚し，肺胞内には細菌塊や肺胞マクロファー
ジによる菌貪食（矢頭）を伴う出血が認められる。H&E
染色。B：抗Staphylococcus hyicus ウサギ免疫血清を
用いた免疫組織化学的染色により，肺胞内や肺胞マクロ
ファージに貪食された細菌に陽性反応がみられる。ポリ
マー法。

図 6：子牛の肝臓の大腸菌の関与を疑う小葉中間帯におけ
る肝細胞壊死
小葉中間帯に主座する巣状から帯状の肝細胞の空胞変性
や壊死が認められ，クッパー細胞にはヘモジデリン沈着
がみられる。H&E染色。

図 7：受精卵移植子牛の糸球体腎症
A：腫大した糸球体では好酸性滴状物（矢頭）の沈着や
線維状構造物による著明なメサンギウム領域の増生が見
られる。H&E染色。B：萎縮した糸球体ではボーマン嚢
周囲に線維状構造物が増生し，近傍の間質にはリンパ球
や形質細胞の浸潤を伴って小型尿細管が出現している。
H&E染色。

図 8：子牛のSalmonella Dublin による壊死性脾炎
A：白脾髄が消失し，析出した線維素と細胞退廃物からな
る巣状壊死がみられ，赤脾髄では充・うっ血，マクロファー
ジを主体とする炎症細胞の浸潤が認められる。H&E染色。
B：壊死部に析出した線維素内には桿菌塊が多数観察され
る。H&E染色。C：抗サルモネラO9 群ウサギ免疫血清
を用いた免疫組織化学的染色により，壊死部の細菌塊に
陽性反応がみられる。ポリマー法。
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図 9：子牛の三角筋の無形成および脂肪置換
骨格筋（三角筋）の筋線維が広範に消失し，脂肪組織に
置換されている。残存する筋線維に著変は認められない。
H&E染色。

図 10：子牛のコクシジウム（Eimeria subspherica図 10：子牛のコクシジウム（Eimeria subspherica図 10：子牛のコクシジウム（ ）の核Eimeria subspherica）の核Eimeria subspherica
内寄生を伴う好酸球性空腸炎
A：腸絨毛は萎縮し，粘膜固有層には好酸球を主体とする
著明な炎症細胞の浸潤が認められる。H&E染色。B：粘
膜上皮細胞の核内にみられたマクロガメートサイト（矢頭）
とメロント（矢印）。H&E染色。C：観察されたマクロガメー
トサイトの透過型電子顕微鏡像。D：メロントの透過型電
子顕微鏡像。




